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別紙標準様式（第７条関係） 会 議 録 

会議の名称 第６回児童の放課後対策審議会 

開催日時 平成 30年６月１日（金） 15時 00分から 16時 47分まで 

開催場所 枚方市市民会館 第４集会室 

出席者 

委  員：荒木委員、植田委員、大西委員、後閑委員、代田委員、中口委

員、藤原委員、横山委員 

事 務 局：淨内社会教育部長、新内社会教育部次長、奥野社会教育課長、

前村放課後子ども課長、木村社会教育課課長代理、北田放課後

子ども課課長代理、宮澤社会教育課係員、奥野社会教育課係員 

欠席者 委  員：遠藤委員、椛山委員、蔦田委員 

案件名 
１．放課後子ども教室モデル事業について 

２．児童の放課後対策に関する基本計画について 

提出された資料等の名称 

・次第 

・資料１･･･平成 30年度 放課後子ども教室モデル事業について（委託） 

・資料２･･･放課後子ども教室モデル事業 事業イメージ図（実施校別） 

・資料 3-1･･･放課後子ども教室モデル事業 こども教室 利用のてびき 

・資料 3-2･･･放課後子ども教室モデル事業 こども教室 利用のてびき

【概要版】 

・資料 3-3･･･放課後子ども教室モデル事業 こども教室のご案内【児童

用】 

・資料４･･･児童の放課後対策に関する基本計画について(骨子案) 

・参考資料１･･･放課後子ども教室モデル事業運営業務委託仕様書 

・参考資料２･･･文教常任委員会所管事務調査報告書（児童の放課後対策に

ついて） 

・参考資料３･･･今後のスケジュールについて（案） 

・参考資料４･･･厚生労働省資料（平成 30年１月 29日 第４回社会保障審

議会児童部会放課後児童対策に関する専門委員会）より

抜粋 

決定事項 

・放課後子ども教室モデル事業について、委員の承認を得た。 

・児童の放課後対策に関する基本計画について（骨子案）について、委員

の承認を得た。 

・今後のスケジュール（案）について、委員の承認を得た。 

会議の公開、非公開の別 

及び非公開の理由 
公開 
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会議録等の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍聴者の数 １人 

所管部署 

（事務局） 
社会教育部 社会教育課・放課後子ども課 
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審  議  内  容 

大西会長   それでは、定刻になりました。 

 ただいまから「第６回 児童の放課後対策審議会」を開催いたします。 

 委員の皆様には、公私ご多用のところをご出席いただきまして、ありがと

うございます。 

 では、早速ですが、事務局より委員の出席状況の報告をお願いします。 

事務局    本日の出席状況といたしましては、委員 11 人のうち出席委員８人となっ

ており、枚方市附属機関条例第５条第２項により、会議が成立していること

を報告させていただきます。 

大西会長   ありがとうございます。報告のとおり、定足数に達しているため、会議を

始めさせていただきます。 

 会議の前に、傍聴者への資料配付について事務局からの説明をお願いいた

します。 

事務局    枚方市審議会等の会議の公開等に関する規定第３条に基づき、本会議は公

開となっております。なお、平成 30 年４月に枚方市審議会等の会議の公開

等に関する規程の改正が行われ、審議会の配付資料は傍聴者の閲覧に供する

か、または配付するよう努めることになりました。今回の会議は非公開情報

が含まれていないと考えられますが、資料の取り扱いに関して、傍聴者に配

付するということでよろしいでしょうか。会長からご確認をとっていただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

大西会長   ただいま、事務局からの説明がありましたが、第６回児童の放課後対策審

議会の資料の取り扱いは、傍聴者に配付をするということでよろしいです

か。 

 

（「はい」の声あり） 

 

大西会長   ありがとうございます。では、配付することで決定します。 

 事務局、よろしくお願いいたします。 

事務局    ありがとうございました。 

大西会長   では、次に、本日は少し多いですが、資料の確認をお願いいたします。 

事務局    本日の資料でございますが、「次第」のほか、資料１「平成 30 年度放課

後子ども教室モデル事業について（委託）」、資料２「放課後子ども教室モ

デル事業 事業イメージ図（実施校別）」、資料３－１「枚方市放課後子ど

も教室モデル事業 こども教室 利用のてびき」、資料３－２「枚方市放課

後子ども教室モデル事業 こども教室 利用のてびき【概要版】」、資料３

－３「枚方市放課後子ども教室モデル事業 こども教室のご案内【児童

用】」、資料４「児童の放課後対策に関する基本計画について（骨子

案）」、参考資料１「放課後子ども教室モデル事業運営業務委託仕様書」、

参考資料２「文教常任委員会所管事務調査報告書（児童の放課後対策につい
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て）」、参考資料３「今後のスケジュールについて（案）」、参考資料４

「厚生労働省資料（平成 30 年１月 29 日 第４回 社会保障審議会児童部会

放課後児童対策に関する専門委員会）より抜粋」。 

 資料は以上でございます。過不足等はございませんでしょうか。 

大西会長   よろしいですか。 

 それでは、審議会を始めさせていただきたいと思います。本日の審議会

は、放課後子ども教室モデル事業の第１クールの開始を６月 18 日に控え、

直前の開催となります。放課後子ども教室モデル事業については、委員の皆

様からさまざまなご意見をいただき、実施内容や、学校や既存事業との調整

など、可能な限り反映して実施できるよう、本審議会として調査・審議を進

めてまいりました。開始前に、再度、確認をしておきたいと考えておりま

す。また、開始後は、学校や既存事業との関係性における課題の抽出や、放

課後子ども教室モデル事業の実績から、さまざまな検証を行い、児童の放課

後対策に関する基本計画の策定につなげていきたいと考えております。 

 では、次第に従いまして、議案１「放課後子ども教室モデル事業につい

て」、事務局より説明をお願いいたします。 

事務局    はい。説明させていただきます。 

 資料１「平成 30 年度放課後子ども教室モデル事業について（委託）」を

ご覧ください。 

 「１．事業の概要」は、別紙でイメージ図を添付しておりますが、委員の

皆様にはご承知いただいていると存じますので、説明を省略させていただき

ます。 

 次に、「２．委託業務入札結果情報」ですが、「（６）入札結果情報」に

記載のとおり、入札１回目は応札者がなく不調に終わりましたが、２回目の

入札において、落札者を得ることができ、５月 30 日付で契約を締結いたし

ました。落札者は、株式会社トライグループでございます。 

 本資料２ページ以降に、①契約締結後６月 15 日までの準備期間中に行う

業務、②放課後子ども教室モデル事業実施期間中の業務、③実施期間終了後

の業務、につきまして、教育委員会が行うものと受託事業者が行うものに分

けて記載をしております。また、委託契約の内容につきましては、参考資料

１「放課後子ども教室モデル事業運営業務委託仕様書」のとおりとなってお

ります。 

 次に、資料２「放課後子ども教室モデル事業 事業イメージ図（実施校

別）」をご覧いただけますでしょうか。上段の表に各学年の児童数、留守家

庭児童会室入室児童数、放課後自習教室登録児童数を記載しております。下

段が、各学校における曜日別の放課後の事業イメージ図になります。横軸が

授業終了後、放課後の時間の流れになりますが、どの曜日に、どれくらいの

児童が、どのようなパターンで放課後の活動に参加するのかをイメージいた

だけるよう図示したものでございます。放課後自習教室の登録児童の出席

率、留守家庭児童会室の入室児童の登室率を 100％と仮定して、それぞれの
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パターン別の児童数を参考に記しております。 

 「（１）蹉跎小学校」の月曜日の例で説明をさせていただきます。月曜日

は１年生から３年生が５限で終了、４年生から６年生は６限で終了、放課後

自習教室は２年生が対象となっています。どれくらいの児童がどのようなパ

ターンで放課後の活動に参加するのか、ですが、５限終了後、放課後子ども

教室モデル事業に参加して帰宅する１年生・３年生の児童が一番上の軸で、

最大の児童数を 128 と記しています。次の軸が、５限終了後、放課後子ども

教室モデル事業に参加して留守家庭児童会室に行く１年生・３年生。次の軸

が、５限終了後、放課後自習教室に参加した後、放課後子ども教室モデル事

業に参加して帰宅する２年生。次の軸が、５限終了後、放課後自習教室に参

加した後、放課後子ども教室モデル事業に参加して留守家庭児童会室に行く

２年生。次の軸が、６限終了後、放課後子ども教室モデル事業に参加して帰

宅する４年生から６年生。次の軸が、６限終了後、放課後子ども教室モデル

事業に参加して留守家庭児童会室に行く４年生から６年生。それぞれのパ

ターンで想定される児童数の最大値を参考に記しております。 

 裏面をご覧いただけますでしょうか。裏面には、教室配置図及び校舎配置

図を掲載しております。蹉跎小学校では、管理棟３階の「留守家庭児童会」

と記載のある教室を指定専用室としてお借りすることになります。隣が、

「放課後自習教室」として使用する教室になるため、運営には配慮が必要で

す。図書室を使用する場合には、同じ管理棟になりますが、２階に移動する

動きがあり、校庭には同じ階段を１階に移動する動きが発生します。また、

児童がどのトイレを使用するのかなど、細かな点の確認が、今後、必要と

なってまいります。なお、学校のきまりといたしまして、校庭の一部に児童

が遊べないエリアがあります。 

 続きまして、資料３－１「枚方市放課後子ども教室モデル事業 こども教

室 利用のてびき」をご覧いただけますでしょうか。 

 本事業の名称について、ここでは「こども教室」と称しております。配付

する際には、実施時間や指定専用室など、学校別に作成いたしますが、本資

料は汎用版となっております。放課後子ども教室モデル事業「こども教室」

に登録いただいた保護者が実際に利用する際のてびきとしてご確認いただけ

る資料となるよう作成いたしました。また、学校で開催する保護者向けの説

明会での配付も予定しております。 

 おそれ入りますが、資料の４ページをお開きいただけますでしょうか。

「９．登録について」として、登録の手続きを記載させていただいておりま

す。５ページ、「10．参加方法について」として、実際の参加方法について

記載をしております。 

その日の「こども教室」に参加するためには、「出席カード」に保護者の

押印もしくはサインによる参加の承認を要件としております。また、「出席

カード」で、その児童が留守家庭児童会室の入室児童であるかどうかを確認

することができるようにするとともに、「こども教室」に参加する当日の他
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の放課後の事業とのかかわりについても、保護者と運営スタッフが共有でき

るようにしたいと考えております。 

 なお、「こども教室」の専用連絡先につきましては、仕様書では「実施校

ごとに携帯電話等の専用連絡先を確保すること」としておりますが、電話応

対中、子どもを見ることができないため、リスク回避の観点から本部で集中

して受け、適時、実施校の統括責任者の携帯電話にメール配信等により連絡

する、いわゆるコールセンター的な方式の提案を受託事業者より受けたとこ

ろで、現在、その方向で検討を進めております。 

放課後子ども教室モデル事業「こども教室」につきまして、問い合わせが

学校に集中することが危惧されておりますが、この点につきましては、この

てびきにおいても、学校で開催する説明会においても、保護者への確実な周

知に努めていきたいと考えております。 

 続きまして、資料３－２「枚方市放課後子ども教室モデル事業 こども教

室 利用のてびき【概要版】」をご覧いただけますでしょうか。 

第１クールの開始日までの日数も非常に限られております。各実施校にお

きましては、来週早々にも、この「枚方市放課後子ども教室モデル事業 こ

ども教室 利用のてびき【概要版】」と「放課後子ども教室モデル事業登録

申込書」を配付し、事業の周知に努めるとともに、登録手続きを推進してい

きたいと考えております。なお、この資料は３－１「枚方市放課後子ども教

室モデル事業 こども教室 利用のてびき」から抜粋したものとなっており

ます。 

 続きまして、資料の３－３「枚方市放課後子ども教室モデル事業 こども

教室のご案内【児童用】」になりますが、こちらをご覧いただけますでしょ

うか。 

 これは、児童に読んでいただくことを想定して作成いたしました。放課後

子ども教室モデル事業について、参加の手続きやお約束など、児童の理解を

促したいと考えております。 

 最後になりますが、受託事業者とは５月 30 日付で契約を締結し、現在、

協議を始めているところですが、他自治体におきましても、放課後の活動や

学童保育の業務を受託していることから、各学校事情というのがあることは

理解されており、各実施校の方針や実情を踏まえて事業を実施していきたい

との考えでございました。また、この後、開催を予定しております保護者向

け説明会にも同席していただきます。 

 第２クールでは、体験活動等の教室を実施いただきますが、その意向等調

査も早速に実施を予定してくださっております。 

 放課後子ども教室モデル事業について、説明は以上でございます。 

大西会長   ありがとうございました。放課後子ども教室モデル事業は委託実施となり

ます。委員の皆様からのご意見を反映し、実施していただきたいと考えます

が、ただいまの説明に関する質問や、事務局が作成したてびきやちらしの内

容などについて、何かご意見・ご質問等がありましたら、よろしくお願いを
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したいと思います。いかがでしょう。 

 ないようでしたら、私からいいですか。 

 質問ですが、これは、当該地域にいる児童が対象ということになるわけ

で、この概要版のてびきの配付先はどちらにされる予定でしょうか。 

事務局    てびきの概要版は、当該小学校の全児童への配付をお願いしたいと思って

おります。今、会長がおっしゃってくださった、当該校区に居住する、私立

の学校であるとか、特別支援学校に通学されているお子さまにつきまして

は、市のホームページ等に、このてびきのデータを掲載させていただきます

が、それとあわせて、当該小学校の掲示板等への掲示をしていきたいと考え

ております。個別に配付というのは難しいところもございますので、そうい

う形での対応を進めていきたいと考えております。 

大西会長   その私立の学校というのは、ある程度、絞ることはできるのでしょうか。

かなり遠方へ通学している児童がいるとすれば、そこへも配付するというこ

とですか。 

事務局    私立の学校へ配付は考えておりません。 

大西会長   ということは、ホームページへの掲載のみですか。 

事務局    ホームページと、例えば、このモデル事業実施４小学校の掲示板への掲載

です。小学校の校門のところに掲示板がございまして、枚方子どもいきいき

広場事業の案内などは、その掲示板に掲載をしていただいている学校もある

と聞いておりますので、同じような形で掲示板に掲載していただくのと、個

別にお届けするのは難しいですが、校区コミュニティ協議会であるとか、地

域の方々への周知も行っていく中で、対象となるお子さまがおられました

ら、ホームページに載っているよとか、市役所に言ったら送付してもらえる

よとか、何かそういう形での周知にご協力いただけたらと考えています。 

大西会長   わかりました。対象校だけでされるとなると、結局、そういう人たちへの

周知が非常に困難になってくるので、何らかの方法で連絡がつくような形と

いいますか、周知できるような形を模索していただけたらと思います。 

 多分、いっぱいあると思いますが、どうでしょうか。はい、代田委員。 

代田委員   代田です。よろしくお願いいたします。聞き落した分だと思うのですが、

資料２の２ページ、配置図、平面図のところですけれども、指定専用室が、

つまり、この放課後子ども教室モデル事業に参加する子どもたちの受付業務

を行うお部屋のことだと認識しておりますが、それが留守家庭児童会のお部

屋を、ということですが、これはそもそも留守家庭児童会がお使いになられ

ている教室を、転用というか、その時間だけ受付業務に充てるという理解で

よろしいでしょうか。それと、下のもうちょっと大きな学校全体の平面図の

留守家庭児童会室というものと、この留守家庭児童会のお部屋との関係が

ちょっとわからなかったので、教えていただけたらなと思います。 

大西会長   事務局、どうぞ。 

事務局    この管理棟３階の部屋ですが、「留守家庭児童会」という名称で資料に表

示されていますが、現在、留守家庭児童会室としては使われておりません。
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過去に留守家庭児童会室として使われていた教室で、カーペットが敷いてあ

り、すぐに使えるような形の部屋とご理解いただけたらと思います。この小

学校の留守家庭児童会室につきまして、校庭にある専用室が建替えにより収

容人数が増えたので、管理棟の余裕教室である「留守家庭児童会」という名

称のお部屋を使わなくてよくなっていると。ただ、これから増えてくる可能

性もあるので、普通教室に戻すというのではなく、そのまま置いてくださっ

ている、その教室を、今年度、お借りすることができたというものです。 

代田委員   では、余裕教室以外の専用の建物が確保できて、そこで賄えるので、今、

実際ここは使用していないが置いてある、ということですね。わかりまし

た。ありがとうございました。よくわかりました。 

大西会長   ほかに。 

代田委員   続けてよろしいでしょうか。 

 やはり、少し懸念というか、子どもの出席というか、「出席カード」につ

いてなんですけれども、この「出席カード」で全ての子どもを監視するとい

うわけではない、そういう趣旨では全くないのですが、いろんなことが起こ

り得るのではないか、ということが想定されます。例えば、この流れの中に

乗っかってこない事態というのは、どういうふうに想定していたりするかな

とか思っていたりします。「出席するで。」と言っていたのに、急に出席し

たくなくなって、行方がわからなくなったとか、そのまま留守家庭児童会室

に来てしまったということもあり得るかなと思うのですが、そのあたりは、

放課後子ども教室モデル事業のスタッフと保護者の方、もしくは、放課後子

ども教室モデル事業のスタッフと留守家庭児童会室のスタッフの間の連絡に

ついては、例えばどのように想定されているのかというのを教えていただき

たいのですが。 

大西会長   どうでしょう。事務局、お願いします。 

事務局    いろいろなケースが想定されると考えています。今、例で挙げてくださっ

たように、保護者は、承認印・確認印を押して、子どもに行っておいでねと

言っているのに、子どもは行かずに帰ってしまったと。実は、これは把握す

る術がないと思われますので、前日、もしくは当日に、今日は行っておいで

ねということをご家庭できっちり確認してほしいなと考えています。これ

は、先ほどのパターンで申しますと、通常はそのまま家に帰るけれども、放

課後子ども教室モデル事業があるときは、放課後子ども教室モデル事業に

行ってから帰るパターンの子どもさんということになるかと思います。 

 留守家庭児童会室に行っているお子さんの場合、留守家庭児童会室の出欠

については、留守家庭児童会室に確実に伝えていただきたいと申し上げてい

こうと思っております。「放課後子ども教室モデル事業に行ってから留守家

庭児童会室においでよ。」というお子さんが、放課後子ども教室モデル事業

に行かずに留守家庭児童会室に行った場合は、留守家庭児童会室のスタッフ

のほうで「出席カード」を確認してもらって、「今日は行くことになってい

るのと違う？」という形で声かけをしてもらって、放課後子ども教室モデル
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事業に行くということはあるのかなと思っています。 

 ただ、例えば、帰宅時間の４時半より早く帰るという帰宅時刻を指定して

いる子が帰るときについていってしまって、そのときに「出席カード」を

持って帰らずに帰ってしまった。この場合については、放課後子ども教室モ

デル事業の中では、まだここにいることになっているのに姿が見えない、と

いう事態も想定されますが、今、校門は鍵が閉まっていますので、「あな

た、この時間に帰る子と違うのでは？」「『出席カード』を持っていないの

と違う？」という形で、そういった子どもをつなぎとめることができるので

はないかと思われますが、さまざまな想定をしながら、「こども教室」の運

営スタッフとともに、それぞれの状況について確認をしていかないといけな

いと考えているところでございます。 

大西会長   いかがでしょう。よろしいですか。 

代田委員   では、一定時間までは、基本的には子どもの自由裁量で帰ることはできな

い、という理解でよろしいですか。ちょっと、ごめんなさい。言葉を選ばず

に言いましたけど、いったん、放課後子ども教室モデル事業に参加したら、

一定の時間が来るまでは帰ってはいけないということですね。わかりまし

た。 

あと、留守家庭児童会室のところでいうと、「今日は行きたくないから、 

直接来ちゃった。」と言われると、留守家庭児童会室の支援員さん、非常に

ジレンマを感じられるのではないかなと思いますので、そこらへんは、先生

によってもご対応は変わるかと思いますが、「何、言ってんの。こども教室

に行きなさい。」とするのか、今日は行きたくないということを加味しなが

ら、適切な連絡をとるのか、というあたりについても、放課後子ども教室モ

デル事業だけではなくて、留守家庭児童会室の職員さんとの協力体制という

か、打ち合わせがいるだろうなと思いました。ちょっと感想も含めてです

が。 

事務局    今、いただいたお話は、本当に大事なところだと思います。例えば、家に

帰るお子さんであれば、「今日、行こうと思っていたけれども、身体も

ちょっとしんどいかな。」ということで、家に帰るという選択はできるけれ

ども、留守家庭児童会室の子どもさんの場合については、家に帰ることはで

きないので、子どもがどの程度言えるかわからないですが、留守家庭児童会

室に「今日、ちょっとしんどいわ。」と持ってきた訴えを受け止めてもらえ

るような体制を先生方と確認していきたいなと考えております。 

大西会長   ほか、いかがでしょう。どうぞ。 

植田委員   土曜日の活動に関してなんですけれども、以前も質問させていただいた中

で、土曜日については、今、まだクエスチョンマークというような形であっ

たと思うのですが、今回、この示していただいている資料の中で、土曜日は

午前または午後に実施する、と示されております。教育委員会のほうで実施

日時及び内容は調整、確保となっていますので、これを決定する場合に、ど

んな形で、学校の、いわゆる枚方子どもいきいき広場事業の情報を得られ
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て、午前、午後のどっちにやるかという調整されるのかということと、その

場合に、枚方子どもいきいき広場事業と重ねていかれるのかどうか。モデル

事業だから、それも必要かもしれませんが、実際の運営をする場合には、か

なりいろいろぶつかることが出てくるかと思います。 

ちなみに、僕も、今日、これ、やっと手に入れたところですが、６月の場 

合でしたら、18 日からスタートということですが、23 日の土曜日ですと、

津田小学校と樟葉北小学校が枚方子どもいきいき広場を実施されます。あと

の２校はありません。それから、30 日の土曜日ですと、津田小学校が実施

されて、あと３校はありません。重なるところと重ならないところが出てく

ると思います。例えば、この３校だったら、午後に実施されるのか。あるい

は、重ねていって、データをとるためにされるのか。そこらへんをどのよう

にお考えなのかということと、その連絡については、この資料を見させてい

ただいたら、「こども教室だより」で行うとされていますけれども、今回、

18 日から実施ということで、時間的に間に合うのかどうかということ、そ

の部分です。 

それから、今、６月の予定しか私どもも手に入っていないんですけれど

も、７月の枚方子どもいきいき広場の予定については、また７月ギリギリに

しか出てきません。今回も、子ども青少年政策課がまとめるにあたっては、

おとといに最終の学校の予定がわかったということですので、ギリギリにし

か、枚方子どもいきいき広場の予定は出てこないと思います。教育委員会と

して、どのようにしてその情報を手に入れていただけるのかどうか、お伺い

したいと思います。 

大西会長   いかがでしょう。 

事務局    先ほども少し説明させていただきましたが、契約の締結が５月 30 日とい

うことで、枚方子どもいきいき広場事業の代表の方とまだ接触ができていな

いのが現状です。枚方子どもいきいき広場事業が実施されている土曜日に、

「こども教室」を実施するのかどうかについては、枚方子どもいきいき広場

事業の代表者の方のご意見等を十分にお伺いしながら決定していきたいと考

えております。最大実施日数の中で、全て実施しないという選択も、全て実

施するという選択もあろうかと思いますが、そこのところは、それぞれの校

区の枚方子どもいきいき広場事業の代表の方のご意見等をお伺いしながら決

定していきたいと考えております。 

あわせて、枚方子どもいきいき広場事業を実施していないときは、多く

は、学校の開放委員会等で調整して、サッカーであったり、野球であった

り、他のサークル活動に運動場を開放しているという状況もあろうかと思い

ますので、「こども教室」を土曜日に開催したときに、はたして自由遊びが

できるのかということもあります。もしくは、どこかの部屋を借りて、プロ

グラムであれば実施できるという可能性もありますので、枚方子どもいきい

き広場事業の代表の方と意見交換等をしながら調整していきたいと思ってお

ります。 
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 ６月の予定については、来週早々にでも、事業者から案内をいただくこと

になっていますが、月曜日から金曜日までの予定しか、今は組めない状況で

す。７月についても、仕様では、前月 10 日までに翌月の予定を提出するこ

ととさせてもらっておりますので、あわせて７月分の予定についても計画を

出してもらうよう業者にお願いはしていますが、土曜日の実施については、

これから、調整させていただきたいと思っています。 

 また、三季休業中、午前か午後か、もしくはしないのかということや、休

業前の１週間ぐらいに、短縮授業というのがございまして、いわゆる学校の

終業時間が早いときがあります。事業者とは、開始を早めてもらうという形

で調整させてもらっておりますが、実際、会場をどのように使えるかという

のは、これから調整が必要となりますので、これから詰めていかないといけ

ない課題として残っているところでございます。 

大西会長   ありがとうございました。よろしいでしょうか。 

 前回の審議会のときに、既存の枚方子どもいきいき広場事業とか、そうい

うような活動をやっているところでは、機会の均等化ということで、事前

に、先にやっていらっしゃるいろんな事業を優先していただいて、私たちの

ほうは、これを、という形で無理にしてやらないと。いわゆる、市民、子ど

もたちにとって平等の環境を提供するということで、私たち自身がいろいろ

なところで調整を果たしていくということを合意したと思いますので、その

あたりのところを基本に置きながら、調整をお願いしたいと思います。 

 ほか、ございませんか。どうぞ。 

植田委員   ちょっと今のとは違いますが、先ほどいただいた資料３－１「放課後子ど

も教室モデル事業 こども教室 利用のてびき」の中の９ページあたりにな

るんですけれども、非常時についてここに書いていただいています。その中

で、風水害、台風接近などの場合について説明があるのですが、そこの④を

見ていますと、「『〇〇小 こども教室』開催中に、急な大雨、洪水等の

『警報』が発令され、早く帰宅させた方が安全であると判断した場合」とあ

りますが、大雨、洪水等の警報が出た場合には中止であると。あるいは、こ

こに暴風は入っていませんが、台風が近づいて、台風が来たときには、その

前の①～③で、台風が来た、あるいは接近したときのことが書かれています

が、事前にいただいた資料を読んでいる中では、いわゆる学校のつくってお

られるルールに従って、という形で書かれていると思います。学校の中には

大雨、洪水等というのはおそらく入っていなかったと思います。台風の一応

の基準は、暴風警報の、あるいは、特別警報及び暴風警報になっていますの

で、そこらへんとの整合性があろうかと思います。もう１つは何だったか。

すみません、今、１つそれだけ。 

大西会長   また、思い出したら、後で追加してください。まず、その大雨、洪水等の

件ですけど、どうでしょうか。 

木村代理   暴風によって学校が休業になるというのは、それぞれの学校の教育計画に

書かれておりますので、こちらの大雨、洪水等は削除させていただきたいと
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思います。ただ、学校で、またいろんな判断が出ると思いますので、それに

は従っていくということで考えていきたいと思います。 

大西会長   ということは、学校の基準に準拠するということですね。 

植田委員   あわせて、同じように学校の基準に準拠するのでしたら、地震の場合、樟

葉北小学校の場合には、震度５弱の場合については云々といった記載がある

と思うんです。他の３校については、地震の記載はございません。それか

ら、枚方子どもいきいき広場事業の場合については、震度４の地震が発生し

た場合は中止すると、代表者会議で説明されています。だから、ちょっとそ

こらへんがずれるんですけれども、樟葉北小学校の場合には、あくまでも、

その当該学校だけの基準とされていますので、もう４でも５弱でもほとんど

似たようなものですが、それぐらいの地震があった場合に、というふうにな

ろうかと思います。ただ、地震のときの対応がどこかにあったと思うんです

けれども、そこらへんについては、はっきりと保護者にわかるようにしてお

いたほうがいいのではないかなと思うんですけれども。 

大西会長   そうしたら、保護者に対しても、十分理解を得られるような表記の仕方と

いうのをちょっとお考えいただきたいと思います。 

代田委員   それに関連してですけれども、今、ご発言を聞きながら、この実施モデル

の中で、ある学年は授業を受けている。その時間帯に、ある学年がこの放課

後子ども教室モデル事業に参加している。そのうちの何人かは放課後子ども

教室モデル事業に参加せずに、留守家庭児童会室に行っているかもしれな

い。それが、同一の学校の敷地内で、今、最大マックス３つぐらいの事業が

行われているのかなと。ただ、そのときに、小学校の授業を受けている子ど

もたちへの指示と、それら以外の子どもたちへの指示というのが、違いが

あったりした場合、非常に混乱すると思います。これが、全然違う敷地内で

あるならば、それぞれの指示系統が走ったらいいと思いますが、災害に関す

る非常時の指示系統で、同一の小学校の中で行っている場合というのは、一

本化したほうがいいのではないかなという印象を受けました。あわせて、そ

の指示系統が平日授業時ですと、学校の先生方の指示系統が走ると思うので

すけれども、例えば土曜日や夏休み、通常の学校ではないところから、どの

ように指示が出るのか、それは事業受託者の判断によるのかということにつ

いても、少し整理がいるのかなと感じました。すみません、ちょっと乗っ

かった形での発言になりましたが、以上です。 

大西会長   そういうところは、どうですか。 

事務局    いろいろとご指摘ありがとうございます。今、学校がつくっているさまざ

まな災害対策についてのマニュアル、それに準ずる形が基本となりますの

で、授業を行っている５時間目が終わって、６時間目、他の学年が授業を

行っているときというのは、その間に放課後のほかの活動に参加している者

も、そこに準ずる形で合わせることになり、基本的に学校のルールに従うと

いうことになってきます。ただ、今、植田委員からございましたように、土

曜日については、別途ルールを定めている場合もあろうかと思います。より
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安全確保ができる形に、より厳しい形といいますか、そういう形におそらく

なっている部分があるのかと思いますが、枚方子どもいきいき広場事業の例

も参考にさせてもらいながら、学校の地形等もございますので、それらも踏

まえながら、情報収集していきたいと思っています。 

実物は確認できておりませんが、受託事業者が作成している、いわゆる汎

用の危機管理マニュアルというものがあると。そこに、これから実施する学

校のルールを、それが基本であるという形を載せながら、指示系統などを整

理していきたいと言っておりましたので、そこも確認をしていきながら、

きっちりと連絡、通達ができる方法を確保していきたいと考えております。 

大西会長   お願いします。先ほど代田委員からも出ましたように、１つのエリアでい

くつもの指示がバラバラに動くのではなくて、１つの方針といいますか、１

つのルールに従ってできるような形をまず模索してもらうと。会社独自でい

ろいろつくられていると思いますが、それが大きく乖離していると、やはり

子どもが混乱するということにもなりますので、そのあたりを検討していた

だきたいと思います。 

ほか、いかがでしょう。すみません、なければ１つ。１つだけではなく

て、２つ、３つ言うかもしれませんけど。 

 この資料２の事業イメージ図というのは、事業を実施する側からの１つの

パターンで、先ほど代田委員からありましたように、授業が終わった後、留

守家庭児童会室に行くというパターンもありますよね。そういうことを考え

ていきますと、これは全部、放課後子ども教室モデル事業がはさまっている

場合しか記載がないわけです。そうすると、ちょっとわかりにくいので、子

ども主体で、子どもが学校でどういう動きをするかということの図がもう１

つあって、それを書いてもらわないと、このイメージ図だけでは、子どもの

動向というのがわからないところが出てきます。そういう点が１つあるの

と、それから、それぞれの縦線で引いてあるところのつなぎ目のあたりを、

どう円滑にしていくかということを考えないといけませんので、そこのとこ

ろを明確にしていただいて、そこのつなぎ方、次へ渡していくつなぎ方を具

体的にイメージができるような方策を打ち出していただきたいと思います。 

 それと、非常に簡単なことですけれども、この資料３－１の案として出て

います枚方市放課後子ども教室モデル事業と、それから、「〇〇小 こども

教室 利用のてびき」となっていますが、モデル事業の方は子どもの「子」

を使っていますけど、下は、ひらがなの「こ」になるんですか。同じように

使っておかないと、違うものというイメージを持ってしまわないかなと思う

のですが。漢字の「子」で書いたほうがいいかな。子どもだからわかりやす

いようにしているということであるとするならば、第３の質問ですけれど

も、子どもに対して渡すちらしです。ハッキリ言って、これ、小学校１年

は、全くわかりません。ふりがなを振ったらいいというものではなくて、実

施、活用、体験、参加の受付、指定の教室、活動場所、運営スタッフ、事前

の登録、確認、材料費…、これらの言葉は絶対に１年生にはわかりません。
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そうすると、このあたりのところをもっとかみ砕いて、わかりやすい言葉を

使って、子どもに理解させるということが大事だと思います。それと、ここ

に絵が入っています。これ、ヒントになっていいのですが、関係のない絵し

か入っていませんよね。そうではなくて、必要な、カードだったらカードと

か、そういうものをここへ出して、子どもに、その図だけを見ただけでもわ

かるようにつくってもらわないと、子どもの説明版にはなりません。これを

18 日に配るということですから、早急に変えてもらわないと、大変なことに

なる、ということになります。 

事務局    来週早々にでも修正します。 

大西会長   配るんですよね。開始だから。これでは説明できないです。 

後閑委員   これ、１年生も見るのですか。 

大西会長   ですよね。 

事務局    ご指摘のとおりかと思います。ふりがながあって、理解してもらえる内容

になっているかなと思っていましたが、４年生ぐらいでもわからないかもし

れません。もっと絵があって、何をするかというのが図示されているような

形がよいというのは、まさにご指摘のとおりだと思います。保護者版のほう

から、必要な文言を持ってきて、そこにふりがなを振る形でつくらせても

らっていて、申し訳ありません、早急にわかりやすい内容につくりかえてま

いりたいと思います。はじめての事業なので、確かに子どもさんにはなかな

か理解はしにくいと思います。保護者の方が理解してくれて、それを伝えて

もらうような流れに実際にはなるのかなと思うのですが、やはり、自分で見

て、自分で行きたいなと思ってもらえたらよいと思いますので、子どもたち

が自分で選択できるというような形の資料にしていきたいと思います。 

大西会長   １年生がわかるような資料をつくれば、絶対４年生、５年生は理解します

から、１年生がわかるという、１年生で出てくる漢字、それから、文言、言

葉を中心に、これをつくっていただかないといけないと思います。それでい

うと子どもの「子」くらいは入れてもいいと思います。すみません、ちょっ

とそういうように感じましたので、早急にこれを変えていただかないといけ

ないかなと思います。 

事務局    平仮名のこどもと書かせてもらった「こども教室」については、この審議

会の中でも何度かご指摘があったかと思いますが、本来、呼び名というか愛

称というか、事業名をつくっておけばよかったなというのがあるんですけれ

ども、それがない中で、モデル事業について説明する際に、「放課後子ども

教室」としてしまうと、もう決まったものができたのかなとなってしまう。

今年度、平成 30 年度はモデルとしてやるんですよ、ということで「放課後

子ども教室モデル事業」と表記していますと、あまりに長過ぎますので、あ

えて、ちょっと違うものにしようかなという意図で平仮名を使わせてもらっ

て「こども教室」としたところですが、審議会からご指摘があったというこ

とで、「放課後子ども教室モデル事業」の「子ども教室」の部分を切りとっ

たという形で、子が漢字の「子ども教室」に整理をさせてもらってもよろし
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いでしょうか。 

大西会長   どうでしょう。どう思いますか。 

荒木委員   僕が保護者でこれを受けとったときに、子どもには説明できないです。自

分が理解できたとしても、これだけ全てのことを子どもには多分説明できな

くて、何時から、学校が終わってから行きなさいよ、「出席カード」は絶対

持っていきなさいよ、終わったら、留守家庭児童会室のほうに行きなさいよ

という、ピンポイントでしか、多分、伝えられないと思います。子どもにも

し伝えたいと思うのであったら、僕は、その要所、要所だけでいいかなと思

います。保護者さんも、多分、保護者用の資料は全部目を通さないであろう

と思っていて、申しわけないですけど、流れとしては多分、全てに目を通さ

れる保護者さんが数名いらっしゃって、そこから口伝いに、「こんなんある

よ」、「こんなんあるよ」と、最初は多分パラパラでいいと思いますが、だ

んだん広がっていくイメージのほうができるかなと僕は思います。結局、説

明する側としては、僕は多分、説明できないですね。すみません。 

事務局    先ほど、会長がおっしゃってくださったように、子どもがどう動くかのと

いう形で絵になればもっとわかりやすくなるのかなと思います。学校が終わ

りました、ランドセルを指定専用室に置きます、そこでそのまま校庭で遊ぶ

か、宿題をやってもいいですよ、留守家庭児童会室に行く子はそれが終わっ

たら留守家庭児童会室に行きなさいね、留守家庭児童会室に行かない子は

「出席カード」をもらっておうちに帰りなさいよと。そういう流れが子ども

たちに伝わるようなものが必要であるのかと思います。そこのキーは「出席

カード」で、ちゃんと「出席カード」を出して、「出席カード」をもらって

帰るんだよ、「出席カード」にははんこがないと参加できないんだよと、

「出席カード」というものを軸にしながら伝えることができたらいいのかな

と、すみません、今、お話を聞かせてもらいながら、改めて思っているとこ

ろです。そういう形で、子ども向けの、１年生にもわかるような資料に早急

に修正させていただきたいと思います。 

大西会長   もう１つですけれども、そのときにお約束がありますよね。このお約束の

ところは、何々しないとか、けがのないように気をつけるとか、否定を書か

ないようにしてもらいたいなと思います。体の調子がよくないとか、そうい

うときでなくて、熱があるときとか、そのプラス要因というか、何をするの

かということがわかるようにしていただきたい。何々したらダメ、何々した

らダメと規制ばかりしてしまいますと、一体、何をしたらいいのかと。子ど

もはわかりませんので、もっとここを絞って、肯定的なというか、ニュート

ラルな感じで書いていけるような言葉、文言を使うようにしてもらえたらと

思います。 

事務局    ありがとうございます。確かに、何か、するな、するなになっていると思

います。 

大西会長   それなら、行くな、行くなになってしまいます。 

事務局    そのあたりのところを修正させていただきたいと思います。 
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大西会長   ほか、どうでしょうか。 

代田委員   ちょっと根本的なところで、「出席カード」のことですが、いまいち仕組

みがわかっていないのですが、登録をすると、登録決定通知とともに、「出

席カード」が送られてきます、ということだと思うんです。多分、いろんな

手段で送られてくるのだろうなと思いながら、この日、参加を希望しますと

いうことが、保護者の方がどこかに記載して、捺印もしくはサインをすると

ころがあって、スタッフに伝えたいことがある場合には、余白に記載すると

いうことで、読んでいると、この１つの「出席カード」が、この放課後子ど

も教室モデル事業の期間内に、例えば、昔懐かしいラジオ体操に行ったら、

スタンプを押してもらえるようなカードのイメージでいくのか、毎回の参加

ごとにカードが更新される、新しいものになるのかというのが、ちょっとよ

くわからなくて、これはどのようになっているのでしょうか。裏面があると

いうことでしょうか。 

事務局    資料３－１「放課後子ども教室モデル事業 こども教室 利用のてびき」

の５ページに表面を掲載させていただいておりますが、その「出席カード」

の裏面に、日付を書く欄があって、いつもより早く帰る場合には退室時間の

欄に時間を書いてもらって、保護者のサインもしくは印を押してもらうとこ

ろがあって、その日、放課後自習教室に行くのか、留守家庭児童会室に行く

のかということを、その子の可能性の中で丸をつけてもらう形になっており

ます。 

代田委員   事前に送付いただいていた資料の中には、様式６号があります。 

事務局    そこから若干内容が変わっています。 

大西会長   もし、「出席カード」をどこかで紛失してしまった、保護者の方が書いて

いたにしても、紛失してしまって、でも行きたいとなった場合はどうなるの

ですか。 

事務局    基本的には、「出席カード」で保護者に印もしくはサインで確認をしても

らっていることを確認して出席してもらうことになるので、出席はできない

という形で、お断りをしないといけないと考えています。そこの運用をどこ

まで柔軟に対応するかというのがありますが、基本的には、「出席カード」

をなくした場合とか、「出席カード」を持ってくるのを忘れた場合は、出席

ができませんということになります。留守家庭児童会室であれば、おそらく

保護者のほうに連絡をしてもらって、「今日、来ているけど、いいのかな」

といった形で確認をとっていただくことができると思いますが、そういう形

ではないので、特に、スタート時は厳格にしていかないといけないのではな

いかと考えております。 

横山委員   もし、親は行くと思っていて、子どもは「出席カード」をなくした場合、

親はこの時間までは学校にいていると思っているので、例えば出かけていた

る、鍵をかけて出かけているというケースもあり得ますよね。そういうと

きって、こちらは子どもを帰しますが、親は、もう行っているから、５時で

すかね、４時半ですかねと思って出かけています。そういうとき、どうなる
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のかなと。お話を伺っていて、今、ふっと、一番怖いかなというか、宙ぶら

りんになっている子どもさんが。 

大西会長   もし、お断りになるのだったら、その親御さん向けに、例えばメールで、

電話はなかなか難しいと思うので、メールなんかで来ていますけど、いいで

すか、というようなことを送るようなシステムというのはないんですか。

「出席カード」がない場合、そういう確認をとるということはどうですか。 

事務局    ケース・バイ・ケースの対応について、これから突き詰めていかないとい

けないものもあろうかと思いますが、留守家庭児童会室、学童保育事業とは

また違う形なので、その日は行くよ、という形で承認をもらって参加する、

そうでなければ参加できませんよ、ということを事前にお知らせをして、そ

ういう仕組みでつくっていきたいと思っています。放課後自習教室につい

て、学校によっていろいろな対応がありますが、登録していたら、行きたい

ときに行ってもいい学校もあれば、登録している子は来るのが前提で、休む

ときには連絡をしないといけないという学校もあったり、その取り扱いも学

校によって違うということもあります。この放課後子ども教室のモデル事業

を始めるに当たって、出席することが前提という形で登録してもらうのであ

れば、欠席のご報告もいるのかなと思いますが。そうではなくて、まずは登

録いただき、今日、行っておいでという形で、夏休み期間中のプール開放も

おそらくそういう形かと思うのですが、そのカードを持っていかないと入れ

ないという形になっている。 

横山委員   プール開放は、プールへ行きますといって、絶対カードを持っていきます

よね。でも、学校へ行って、そこで、「あ、ない」ということに気がつくお

子さんもいるのではないでしょうか。それと、その「出席カード」ですが、

この「出席カード」の大きさとか厚さとか、ペラペラではないことを予定し

ておられますよね。 

事務局    現在、特厚の色上室紙で三ツ折した状態のものを予定しております。 

横山委員   雨も降るだろうし、何かいろんなことを考えてしまうので、全面的に「出

席カード」をつくるのであれば、そこにもちょっと力を入れるような形を

とったほうがいいのかなと思うのですが。 

中口委員   家に「出席カード」を忘れてきたと思って、取りに帰って、また行くとい

うのはできないんですか。 

事務局    基本的に、学校の終業終了後、そのまま参加していただくという形になる

ので、一回家に帰ったら、基本的には参加できないことになります。 

中口委員   一回帰ったら、もう自宅へ帰ったということになるのですね。 

事務局    学校によって、今までと同じような形の校庭開放の仕組みは継続してほし

いと希望されているところがありますので、一旦家に帰ってから遊びに来る

児童を受け入れている学校もございが、放課後子ども教室モデル事業への参

加については、その場合には難しくなるということになります。 

荒木委員   もともと、そういうことがやっぱりメリットですものね。この事業のお子

さんと留守家庭児童会室のお子さんと、一回帰って遊びに来るお子さんが一
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緒に遊べる場をつくるというのが、多分、もともとのコンセプトだと思うの

で、根本に立ち返ってしまいますが、入れないよと言ってしまった時点で、

そこからちょっと逸脱してしまうのかなと思います。 

藤原委員   「出席カード」のシステム自体が何かルールがいまいち見えなくて、これ

がすごく面倒くさいようになってしまっているのかなと。 

荒木委員   わかります。僕、今、留守家庭児童会室に子どもを３人預けているんです

けれども、帰る時間を毎日書かないとダメで、これが非常に面倒くさい。大

体もう決まっている。５時半とか６時で帰ってきなさいよ、というのが決

まっていれば先生にお伝えできますが、今日は残業でちょっと遅くなると

か、そういうのが、結構、日によって変わるので、今日は５時半に帰してく

ださい、今日は６時に帰してください、僕が家に帰れるような時間帯で帰っ

てきなさいということを、留守家庭児童会室の先生たちに、毎回電話させて

もらっています。だから、今日もずっと預けていますが、これが終わった

ら、何時頃に出してくださいというのを電話しないといけないので。それが

もう１つ、これにも入るとなると、ここにも連絡事項を書かないとダメとな

ると、もういいかな、となると思います。 

藤原委員   先に日付を書いて、全部にはんこを押してあってもいいんですか。僕が預

けるとしたら、それをやりたい。うちは子どもを預けるにあたっては、子ど

もの自由度を尊重したいなと思うので、今のルールを聞いていたら、はじめ

の時点で、行かないという選択肢をとったら帰っていいというような認識が

あると思うんです、そのサインをしていても。僕は、ここは預かってくれる

施設ではなくて、遊び場の１つだと思っているので。その日、その日のノリ

で子どもの遊び場って変わるじゃないですか。だから、基本的に全部にサイ

ンしておいて、子どもがその日どこで遊びたいかという選択肢の１つとして

与えてあげたいなと思うんです。でも、今の運用、このしっかり決まってい

ないルールだと、多分、その施設の担当の方の気持ちひとつで、「いや、こ

れは毎日ちゃんと相談して、サインしてもらわないとダメ。」という人も現

れると思うし、僕のスタンスを許してくれる人も現れると思うんです。で

も、そこは、親と子どもにとって、それで大きく変わると思います。僕は、

その厳しい担当さんがあらわれた瞬間、これには預けない。面倒くさいって

なってしまうので。そのへんのちょっとしたことでも、結構、大事なところ

とではないかなと思います。方針として、選択肢を生んであげてほしいなと

思うんです。多分、そのはじめのところを、まず、行く、行かないを、この

ルールとして公的に許しているのかどうかという、そういうところも大事な

のかなと。これを書いていて、行かないというパターンがあるかもしれない

ですよねと。今、ここの会議の中では、話があったんですけど、それは本当

にオッケーなのか。 

荒木委員   先ほど言われていたみたいに、登録して、行く、行かないを子どもが選択

できるのであったらいいのですが。それに、休みのときは欠席を報告しない

といけないという手間が増えるとなると、多分、保護者からするとすごく大
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変だと思います。 

事務局    放課後自習教室の場合、登録した児童はみんな来るんだよと、来ないとき

には連絡してください、という学校もありました。連絡がない場合、留守家

庭児童会室に行っている子だったら、留守家庭児童会室のほうに確認するこ

とも可能かもしれません。もともと、この事業そのものの求めるものは、子

どもたちの豊かな放課後であったり、子どもたちの空間・時間・仲間、そし

て、遊び。そうしたものの確保ということであることからいうと、この「出

席カード」で自分の行き場所を管理されるというのは適切な方法ではないの

かなと思うところもあります。今、藤原委員がおっしゃってくださったよう

に、親としては、例えば、全部、はんこを押しているから、行きたいのなら

行ったらいいよと。本人がその日に考えるという選択肢を残すというのは、

とても重要なポイントなのかなと思いましたが、最初から、全部、はんこを

押すということが可、ということになってしまうと、その仕組みが成り立つ

のかどうかということがございます。そこのところは、すみません、審議会

の委員の皆様のご意見も聞かせてもらいながら、これから、説明会等をやっ

ていく中で、確定することができたらと思います。 

代田委員   おそらく、今、この議論の焦点になってくるのが、子どもにとってのいわ

ゆる自主性や、自由な活動の場所をどう保障していくのかということと、そ

の中で、子どもの安全とか、安心というのをどのように確保してくるのかと

いうことから起こっているジレンマだと思うんです。それも含めて、もし、

これをモデルとしてやるのであれば、先ほど自由裁量みたいな表現を使いま

したが、子どもがその日に行く、行かないとか、途中からの参加等が困難だ

ということを原因として、やっぱりそういう形態の事業には子どもはあまり

参加しなかった、減ってきた、という結果が出るかもしれないですよね。だ

から、モデルですので、最初からどうしていくの、最初からまるっきりオー

プンのシステムで、やっぱりそれでは安全が担保できませんでしたよねとい

うようなことでいくのか、こういう安全の面をかなりカッチリとしてしまっ

たがゆえに、もしかすると、事業としては、そんなに展開しきれませんでし

たねと。これを評価していく軸を考えていくきっかけになるのかなと思っ

て、今の議論をちょっと聞いていました。 

 もう１つ、子どもの遊びの流動性というか、ダイナミズムにかかわって発

言すると、この放課後子ども教室モデル事業で、友達、「おお、おったな

あ。」と言って、「ちょっとうちに遊びに行こうぜ。」とか、「あの公園行

こうぜ。」とか、「駄菓子屋行こうぜ。」というような出入りがある出会い

の場所で、言うならば公園的な役割を果たすのであれば、そういう場所でな

かったら、そもそもの安全・安心は確保できるけれど、もう一方の、その自

主的な活動という点では、少し制限がかかるのかなと。自由でも自主的でも

ないではないかといったことが、子どもや保護者の中から聞こえてきそうな

気もしますので、最初、このモデル事業としては、どういう枠組みでいくの

かというのが、事務局からのご提案も含めて、もうちょっと緩めるのか、も
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うちょっとカチッとして結果を見るのか、という議論にしてみてはどうかと

思いました。 

大西会長   ありがとうございます。モデルとして、一度やってみるということになる

と思いますけれども、今後の展開というのは、代田委員の言われたように、

ちょっと柔軟性を持って、今後、考えていくという視点を持ちつつ、一つ一

つのシステムというか、それを検証していくという形で進めたらどうかと思

うんですけれども。でも、やっぱり、３間で、遊びの場の提供ということに

なると、どうでしょうね。どっちからスタートすべきか、というのは、僕は

ある程度、見えてくるのではないかという気はするんですけどね。だから、

さっき言ったみたいに、子どもをやっぱり信じるというのが前提になってく

ると思うのですけれども、それでは、なかなか事業としてはというようなこ

ともあるので、僕はそういう印象を受けました。皆さん、どうでしょう。そ

れか、学校ごとでやってみるというのもいいかもしれないし、何日かやるう

ちの何日はこういう形、何日はこういう形と、非常にしんどいですが、だん

だん緩めていくと、「おー、来た来た。」という感じになるのか、だんだん

絞っていくと、「あ、だんだん来なくなったな。」ということになっていく

のか。モデルだから、いろいろ試してみたらいいと思うのですけれども。 

荒木委員   厳しい月間、緩い月間、ですか。 

事務局    藤原委員が質問してくださったように、子どもたちが行く、行かないにつ

いて、最終的には決めるんだよと。保護者が、子どもたちが決めるというこ

とを認めているんだよ、という形の承認印というのであるならば、その日、

その日ということよりも、事前に押すのもありなのかなとも思います。の

は、ただ、持ってこなかったときの参加というのは、ちょっとそれを緩めて

しまうと、「ほんまは今日はあかんのに。今日は帰ってこないとあかん日や

のに、そっちに行ってしまった。」ということがあったときに、責任は持て

ないかなというのがありますし、緩やかな親御さんに、より厳しい対応をし

てしまうということは反対にあるかもしれません。 

荒木委員   「出席カード」を忘れないように。絶対にランドセルに入れるような位置

を決めてしまうとか。 

横山委員   ランドセルにぶら下げておくとか。 

荒木委員   連絡帳の中に絶対に入れるとか。 

横山委員   そうですよね。こうぶら下げて、ではないですけど、昔の連絡帳、今もあ

るんですかね。 

荒木委員   あります。連絡袋の中に連絡帳とかプリントから全部入れているので、そ

こに一緒に入れるように、働きかける。 

横山委員   そこに入れやすいような大きさを、これでしたら、Ａ４でしょう。折るん

ですかね。 

事務局    三ツ折を考えています。 

横山委員   ちょっと難しいですよ。あけて開いたら、ぐちゃぐちゃになっているか

も。難しいですね。 
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大西会長   毎回、毎回、先にはんこを押しておく、というのも手間がかかるので、一

つポンと押したら、全て有効、ということにしたらどうでしょうか。 

代田委員   いや、僕もそれでいいと思います。 

荒木委員   あと、その日、行くか行かないかは、そのとき、子どもの気分でというこ

とに。 

大西会長   そうなったらいいかなと思うのですが。 

代田委員   例えば、同じ児童福祉施設で、児童厚生施設の児童館でいうと、登録制、

大型の施設のような自由来館制ではなく、登録制の地域にある児童セン

ター、児童館の話でいうと、同じように登録カードを持ってこないと入れて

もらえないです。僕もそれはオフィシャルな対応かどうかわからないですけ

れども、「今度、絶対持っといでや。」と言って、入れてもらえるケースが

あったり、「あんたは続いているから、今日はもう取りに帰らんとダメで

す。」と言って、ものすごく叱られて、しょぼんとして、取りに帰って、そ

の後、取りに帰ったのか、もうそのまま来なかったのかまではわからないけ

れども、自由来館制の遊び場保障というのは、従来そういう考え方だったと

思うんです。だから、保護者の安全に関する意識でいうと、忘れたときは児

童館に行っても入れてもらえないことがあるというのを含んで登録をされて

いる。だから、これも同じような文脈でいくならば、「出席カード」を忘れ

たときは、この子は入れてもらえないということを飲んで登録するという仕

組みに制度設計するならば、そこらあたりの問題は一定、解消するかなと思

います。ただ、そういう前提をのみ込むように、てびきを読み込むかどうか

となったら、先ほどご発言があったように、「え、そんなん知らんかっ

た。」と言う方も出てくるかもしれませんが。 

荒木委員   書いてあっても知らなかったとおっしゃっているから。 

代田委員   制度設計の基本的な考え方というのは、それも含んで、保護者は登録ま

で、ただし「出席カード」を忘れた場合は入れることができないので、入る

ことができなかったということが起こりますよ、ということは、事前にアナ

ウンスする必要があるかなと思います。 

大西会長   逆に言うと、それが安全確保、安全管理ということになると思うので。 

後閑委員   もう既に、こういうモデル事業をしているところって、あるのでしょう

か。モデル事業というか、こういう子ども教室をしている市町村というの

は、何かそういう事例というのはないのですか。そういうところでは、この

「出席カード」とか、何か参加のシステムというのは、どのようにしている

とか、あるいは、こんな困ったことが起きた、なんていうことはあるのです

か。 

事務局    やはりいろいろやっておられるところがあって、枚方の中でも、土曜日に

実施している枚方子どもいきいき広場事業というのは、まさに、この放課後

子ども教室モデル事業の参考になるような取り組みの一つと言えるのではな

いかと思います。枚方子どもいきいき広場事業では、登録名簿のようなもの

があって、基本的にそこの小学校に通学している子どもと、校区にいる私立
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等の子どもたちも対象だと思いますが、枚方子どもいきいき広場に来て、名

前を書いたら参加できるという形になっています。人数を制限するときには

事前に申し込みをしてという形で、それは講座等と一緒だと思いますが、自

由遊びの場合は、そういう名前を書いて参加、という形になっているかと思

います。保護者の確認印がいるとか、そういうのではないですが、それは、

学校からではなくて、家から行っているので、そういうことになるのかな

と。今回は、学校から帰らずに、という形を考えていますので、学校の先生

方への問い合わせとか、学校の先生方への負担軽減のこともあって、こうい

う仕組みを検討してきたという形です。保護者のほうも、行くことを確認し

ている子が行くんだねということであれば、先生のほうでも、今日はどうな

のかということが、「出席カード」を見たらわかると。そこまで確認してほ

しいとお願いするわけではないですけれども、例えば、１年生とかであるな

らば、留守家庭児童会室に行っている子が、「今日は放課後子ども教室モデ

ル事業の教室に行って、留守家庭児童会室に行くんだよね。」といったこと

が、「出席カード」を通してわかっていただけるかなと。ただ、それも、留

守家庭児童会室に毎日行く、「子ども教室」に毎日行くというのが、１週間

分まとめてはんこを押してあってはいけないのかと言われると、それもあり

なのかなと思わなくはないのですが、そこのところは大変難しいなと考えて

おります。 

荒木委員   ベースはいけます。 

事務局    事前に、という意味での事前が当日ではない、ということでしょうか。 

代田委員   今、事務局からご提案があったとおり、この放課後子ども教室モデル事業

の最大の特徴というのは、子どもたちが学校から帰宅せずにそのまま行くと

いうことですので、例えば、放課後子ども教室モデル事業にそのまま参加し

ているのか、参加せずに、もしかすると不測の事態に巻き込まれて家に帰っ

ていないのかというのが、その瞬間、全くの空白になるというのは起こり得

ます。そこらへんが留守家庭児童会室と全くと違うところで、留守家庭児童

会室の場合は来ていなければ、必ず連絡をとって、その子の居場所というの

は確認する。それも目的の１つの事業ですから、確認が必要になりますが、

そのあたりをどう整理するのか。もしくは、そこは完全に切り離してしまう

のか。どうしたらいいのかというのが、対案があって発言しているわけでは

ないので、申しわけないですけれども。 

後閑委員   そこらあたりは、私も、子どもの安全というのをどう確保するのか、だけ

ど、自由度はどうしたらいいのかと、そこのジレンマですよね。何が一番、

子どもにとって幸せなんでしょうね。いい方法、ないですかね。 

大西会長   行きたいときに行って、行きたくないときに行かないということを自由に

言えるというのが、子どもにとっては一番いいと思う。 

代田委員   腹が立ったら途中で帰る、ということも含めて。 

大西会長   けんかしたら、「イヤや。」と言って帰れる。それを聞き逃して、嫌な子

とずっといなさい、というのは、やっぱり酷ですからね。 
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事務局    そこがある意味、学校施設を使うことのメリットでもあり、デメリットで

もあるのかなと思います。公園だったら、行きたいときに行って、帰りたい

ときに帰る。例えば、児童館であっても、学校の外の児童館だったら、行き

たいときに行って、帰りたいときに帰るというのも、保護者の責任のもと

で、という形になるのかなというのがありますが、学校施設を使わせてもら

う以上、何らかのルールはつくっていかないといけないと思います。 

また、留守家庭児童会室に行っている子どもたちというのは、この放課後

子ども教室モデル事業に行かないとしても、選択肢としては、留守家庭児童

会室に行くことになるので、そのあたりのところでは、先ほど藤原委員が

おっしゃっていた、事前にはんこを押してあるというのも、留守家庭児童会

室に行っている子どもさんであったら、ある意味、システムとしてありなの

かなとも思われます。行かなくても留守家庭児童会室には行く。放課後子ど

も教室モデル事業をスルーするかどうか、ということになるので、その日の

リスクでいうと、学校からは出ていないということになるので、先ほども荒

木委員がおっしゃったように、全て書かないといけないのかといったら、全

て留守家庭児童会室に行く日であるなら、放課後子ども教室モデル事業の分

は、あらかじめはんこを押しておいて、本人が希望したら行くというような

形も可能かもしれません。親御さんがはんこを押していても、本人が放課後

子ども教室モデル事業に行くことを希望しなくて留守家庭児童会室に行くこ

とについては、仕組み的に、それはありと容認している形のスキームになっ

ているのかなと思いますので。 

後閑委員   モデル事業、なんですからね。 

中口委員   今、おっしゃっていたように、帰るのが自由ですけど、途中で何か友達と

もめごとがあって、「俺、もう気にくわんから帰るわ。」となったときに、

「出席カード」を持って帰ってしまう、その場合もほったらかしですか。 

事務局    基本的に帰る時間は、保護者からの指定がない限り、終了時刻までいてい

ただくということになっています。 

中口委員   仲の悪い子でもずっといてないといけないということですか。それでした

ら、さっきの言っていることと大分違いますからね。 

事務局    外遊びで嫌だったら、室内のほうに行くということはできるかと。 

中口委員   それと、学校によって、災害時の対応はそれぞれあると思うんですよ。高

台にある学校だったら、水害はどうもないのでその場に置いておいたほうが

安全だし、低いところだったら、水害だったらダメだし、地震等もそれぞれ

あると思うんです。それなら、学校の方針というか、きまりに沿って、こど

もたちは動くのですか。 

事務局    基本的には学校のルールに従う形になります。学校施設の中で、放課後子

ども教室モデル事業しかやっていない時間帯というのは、基本的にない形に

なろうかと思います。土曜日の場合は別ですけれども。留守家庭児童会室

も、この事業を包含するような形で、その時間帯は実施していますので、留

守家庭児童会室に合わせる形、学校の授業の時間帯と重なっているところは
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学校のルールに合わせる形になるかと思います。 

中口委員   留守家庭児童会室にもルールがある。それでも、学校の授業時間中に仮に

災害があって、自宅へ帰りなさいということになった場合、その後、留守家

庭児童会室に行きなさいということにはならないんですか。家に帰っても、

お父さん、お母さんがいなかったら、留守家庭児童会室のほうが安全だから

留守家庭児童会室に行きなさいという、学校はとりあえず閉める、という、

そういうことはないのですか。 

事務局    なかなか想定が難しいですけれども。 

荒木委員   多分、災害のときは留守家庭児童会室も閉まりますよね。学校施設内にい

ることはできない、留守家庭児童会室もやっていないので、多分そういう流

れにはなりにくいのかなと思います。 

事務局    大雨警報は学校ルールの中で帰宅させるということはないかなと思います

が、暴風警報の場合には、７時とか、11 時とか、発生した時間によって、

ルールが決まっているかと思います。そのルールに則って、学校が閉まると

か、学校が途中から始まるとか、そういうことがあるので、それに準じた形

で、この放課後子ども教室モデル事業も展開される形になろうかと思います

が、放課後子ども教室モデル事業を実施している時間帯に警報が出たときと

いうのが、一番、課題かと思います。例えば、ある時間帯で留守家庭児童会

室が閉まるということがあると、その場合には、留守家庭児童会室のほうか

ら対象の保護者に連絡することはあろうかと思いますが、この放課後子ども

教室モデル事業の実施時間帯に、留守家庭児童会室に行っていない子たちを

どうするのかということになります。 

中口委員   留守家庭児童会室に行っていない子は、みんな自宅へ帰りなさいというこ

とで、帰宅させていますが、留守家庭児童会室に行っている子については、

家に帰って、お父さん、お母さんがいないのであれば、それまでは留守家庭

児童会室にいたほうが安全だから、留守家庭児童会室にいなさい、というこ

とはないのですね、と聞いているんです。 

事務局    受託事業者の危機管理マニュアルの中で、子どもたちを動かさないほうが

妥当であると判断して、お迎えが来るまでそこで待つ、という方法は考えな

いといけないと言われていました。同じように、そのときに留守家庭児童会

室の子がどれだけいるのかにもよるかと思いますが、留守家庭児童会室の支

援員さんともそのあたりは連携を図りながら対応していく形にさせてもらお

うと思います。 

中口委員   狭山市でもやっていましたが、やっぱり、行政として、学校として、帰ら

せたのが正当なのか、間違っていたのかという部分を問われる時代であるか

ら、そのあたりはやっぱり、どうかキチンとしたルールでやっておかないと

いけないのではないかと思います。 

大西会長   そうですね。やっぱり、その場合、いろんな条件とか、いろんな状況が出

てくると思いますので、月曜から金曜までの間は、他市についてもいろいろ

学校も留守家庭児童会室もあるわけですから、そこと連動した形でするとい
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うことで。土曜日に関しては、やっぱり、客観的な判断ができて、受託事業

者の判断と、それから、もう１つは、やはり、行政の判断があわさって、１

つ方針を出すということになると思うんです。そういうところでの対応とい

うことで進んでいくしかないかなと思いますが、土曜日に関しては、そこの

ところの担保をいかにするかということ。これは緊急時の対応ですから。 

植田委員   参考になるかどうか。枚方子どもいきいき広場事業の場合、土曜日です

ね、土曜日の場合、我々、私もですけど、アドバイザーが巡回しておりま

す。そのアドバイザーが、市役所から貸与された携帯を一つ持っています。

その携帯は、全部の団体に番号をお知らせしています。何か事件があった場

合については、その携帯に連絡していただくと。もちろん、市役所には人が

いないですけど、そっちへ連絡すると。そのアドバイザーは、その携帯に連

絡が入ると、自分で判断できる場合についてはお返しするし、ダメな場合は

上司に連絡するという形をとっています。それで、上司の判断によって動く

という形をとります。 

大西会長   いろんなことが想定されないといけないということになりますと、一つ一

つの事案に対して対応していくという、非常に具体的で詳細なことになって

くると思うので、それは、その場のいろいろな、今、教えていただいたよう

なシステムを入れながら、検討していくということは大事であると思うの

で、検討をお願いします。 

事務局    ありがとうございます。受託事業者には、仕様の中で緊急時の対応という

ことについてのマニュアルの提出を求めております。参考のマニュアルはご

覧いただいていますが、提出されましたら、そちらのほうも見ていただくこ

とを考えております。また、見ていただきながら、ご意見をいただければと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

大西会長   ほか、よろしいでしょうか。 

植田委員   前から気になっていた、利用のてびきの 12 ページのＱ＆ＡのＱ３のとこ

ろで、「通学している小学校以外のこども教室に参加できますか。」のアン

サーで、「通学している小学校以外のこども教室には参加できません。」と

あります。この内容ですと、指定学区以外の小学校に通っている場合も、居

住している小学校区の「こども教室」に参加するということになると思うの

ですけれども、この指定学区以外の小学校というのは、どういうことかわか

らないですが、例えば、事情があって区域外の学校に通っている子がいたと

した場合、この文章によると、その子は、いったんそこから出て、居住して

いる校区の「こども教室」に行くことになるというように判断できます。そ

うした場合、いったん学校から出て、よそへ行くということになると思うの

です。だから、ここの場合、指定学区以外の小学校に通っていても、私学に

ついて今は別に考えますが、区域外就学している場合、その子はもうその小

学校でいいのではないかなとは思うのですけれども。 

後閑委員   通学している小学校の「こども教室」に参加するということが原則という

ことですよね。 
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植田委員   そう思います。 

大西会長   そうすると、ここの文言が不明確になってくるので、少し変えたほうがい

いかなと思います。 

事務局    修正させていただきます。保護者向けにも否定形ではなくて、先ほどもご

指摘のあったような形で、「子ども教室に参加できますか。」に対して、

「通学している小学校区の子ども教室に参加していただくことになりま

す。」という形に変えさせてもらいます。いわゆる区域外就学のことを想定

していない説明になっておりますので、改めさせていただきます。ありがと

うございます。 

大西会長   ありがとうございます。ほか、よろしいですか。 

荒木委員   もう１点だけ、ごめんなさい。放課後、留守家庭児童会室のおやつのタイ

ミングがあると思いますが、それってどうなりますか。いったん、２時半の

時点で登室してからになるんですかね。 

事務局    おやつに関しましては、現在、留守家庭児童会室では、低学年は２時半ぐ

らい、高学年については３時半ぐらいで帰ってきて、基本的には、低学年が

帰ってきたら、まず宿題をして、その後少し遊んで、高学年が帰ってきたタ

イミングで一緒におやつを食べて、４時ぐらいから遊びに行くという形にな

ります。放課後子ども教室モデル事業に行く場合は、活動終了後、留守家庭

児童会室に登室してから、おやつを食べていただくという形になります。 

荒木委員   遅おやつ、みたいなものですか。 

事務局    そうですね。ですので、おやつの量について、例えば、晩ご飯の関係で少

し減らしてほしいというような保護者の方からの要望などがあれば、個別対

応とさせていただくことになるかと思います。 

荒木委員   例えば、放課後子ども教室モデル事業の終了時刻は４時半のところがほと

んどですけど、５時となったら５時以降におやつを食べる可能性も出てくる

ということですよね。 

事務局    留守家庭児童会室の支援員さんともお話しさせてもらったんですけれど

も、例えば、低学年、１年生とかであれば、４時に帰してくださいと、「こ

ども教室」の退室時間を早めるという形のことを言ってこられる保護者の方

もおられるかもしれないなと。４時に行って、おやつを食べて、その子の帰

る５時か５時半のお迎えまでに宿題をやる、といった形で組み立てられる親

御さんもいるのではないかと。放課後自習教室であるとか、学校でほかの活

動をしてくる子どもたちもいますので、遅れておやつを食べるということに

ついて、一定想定はしているとおっしゃっておられました。ただ、おやつを

食べるために、一度、留守家庭児童会室へ行って、また放課後子ども教室モ

デル事業へ戻ってくるということはできません。 

荒木委員   そうなんです。それだと自由が制限されてしまうなと思っていて。おやつ

を４時に食べに帰るとしたら、もうそこから、留守家庭児童会室に登室した

ということになるんですよね。 

代田委員   ただ、この２つの事業、クロスがかけているところを見たら、例えば、放
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課後子ども教室モデル事業に参加している子が校庭で遊んでいる、その中に

留守家庭児童会室に登録している子どもたちが混じっている。ただ、留守家

庭児童会室の子どもたちがおやつの時間におやつを食べたいので、留守家庭

児童会室に帰った。おやつを食べた。今度は、留守家庭児童会室の子どもと

して、校庭に遊びに行く、結果、一緒に遊ぶ、ということになります。おや

つを食べに留守家庭児童会室に帰った子は校庭に行ってはいけないというこ

とは言えないと思うので、結果、おやつを食べてから、もう一度そこに戻っ

てきて、一緒に遊ぶという事態は実践的にはもう十分想定できることだな

と、今、思いました。「あんた、おやつ食べたから、この遊び、入れへ

ん。」というわけにいきませんので。 

荒木委員   留守家庭児童会室の先生たちは、「おやつやで。」と声をかけるというよ

うになるんですかね。 

事務局    いや、それは、ちょっと難しいかと。 

中口委員   それだったら、ほかの子どもさんも「家帰っておやつ食べてから来る

わ。」となって、また来ますよ。 

荒木委員   基本的に、留守家庭児童会室はおやつがセットなので、みんな楽しみにし

ているし、今、結構、規律正しく、ビシッとみんな正座させられて、ビシッ

と静まった班からおやつをとりに行けるというような、勉強とかはそうでは

ないですが、おやつのところは、すごく規律正しくやっているので、時間差

ができてしまうことで、何か弊害がないかなというのは、聞いていて感じま

した。 

事務局    おやつの時間という形で、留守家庭児童会室の中で先生方は設定してくだ

さっているので、バラバラと来るようなことなると、現実的には、非常に大

変な状況になろうかと思われます。ただ、放課後自習教室に参加して遅れて

くる子どもたちというのは存在しているので、その応用パターンが増えるの

かなと。留守家庭児童会室に行っている子どもたちの多くが「子ども教室」

に参加することになると、留守家庭児童会室の先生たちが、まだ誰も来ない

なという時間帯ができてくるのかなと。そういうところは、どのような流れ

に結果としてなるのかということを、検証しながら見ていきたいなと思って

いるところでございます。 

大西会長   まさにモデル事業ですね。また、留守家庭児童会室のほうもモデルです

ね。 

荒木委員   混乱してしまいそうですね。津田小学校は留守家庭児童会室に行くとき

は、一度、門を出るんですよね。隣の幼稚園は、つうつうになっていまし

たっけ。一回出ないですか。 

事務局    運動場のほうから直接行くことができます。 

大西会長   ありがとうございます。ほか、ございませんか。 

代田委員   全体の質疑とはちょっと別ですが、参考資料でつけていただきました参考

資料２の文教常任委員の先生方のコメントの、やはり大きな５番の（２）の

ところですが、留守家庭児童会室と、全ての子どもを対象とした放課後対策
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とは別立てで、というようなコメントがついているんです。留守家庭児童会

室の子どもたちも全ての子どもたちを対象とした事業に参加できる仕組みと

いう点では、今回のモデル事業がそこを目指すものとして、実施される意義

は非常に高いだろうなと思っています。ただ、一番、最新の情報で言います

と、今日の厚生労働大臣の記者会見で、2023 年までに全国 30 万人の受け皿

を増やすという記者会見をやっているんです。ということは、量的にかなり

拡大しないといけないという中では、やはり立ち位置としては、全児童の対

策をもって、留守家庭児童会室のニーズを吸い取るのではなくて、やはり、

留守家庭児童会室のニーズはニーズとしてきっちりありながら、子どもたち

の安全やおやつや、そこでの人間関係の成長も含めつつ、その子どもたちを

全ての子どもを対象とした放課後子ども教室モデル事業のようなところに遊

びに行けるような、参加できるような仕組みというのが、私はこの参考資料

２を見て、非常にいいなと思いましたので、この基本路線というのは大事に

していただけたらなと思っています。ちょっと意見としてあげておきます。 

大西会長   ありがとうございます。 

事務局    今、代田委員が参考資料２についておっしゃってくださっているんですけ

ども、この審議会での意見と通じるところというか、同じような方向での意

見も、この市議会の文教常任委員の報告の中にはあったかと思っておりま

す。それらを踏まえまして、この後、進めさせていただく基本計画の策定に

も反映していっていただけたらと思っております。基本計画の参考資料とい

うことで、参考資料４として厚生労働省の資料をつけさせていただいており

ます。今、代田委員より、2023 年までに全国 30 万人という数字が出された

と情報提供いただきましたが、実はこの放課後児童クラブについて、平成 26

年の放課後子ども総合プランでは、平成 31 年度までの放課後児童クラブの

目標数を示されていましたが、こちらを前倒しをして、平成 30 年度まで

に、というようなことも言われております。３枚目の「放課後子ども総合プ

ランの推進」のところに、「放課後子ども総合プランに基づく、2019 年度末

までの 30 万人の新たな受け皿確保を 2018 年度に前倒しをする」と、厚労省

はこんな言い方もしておりますので、まさに放課後児童クラブの必要性とい

うか、こちらのニーズの高まりというものを反映したような形になっている

のかなと思われます。こちらの資料も参考に見ていただけたらと思って、今

回、提示させていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

大西会長   ありがとうございます。では、よろしくお願いをいたします。 

 ほか、ございますか。よろしいですか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

大西会長   結構、時間がかかってしまいましたが、一応、いろんなご意見を頂戴しま

した。議案１「放課後子ども教室モデル事業について」ということで、今、

事務局からいろいろ提案がありましたけれども、この件に、我々もいろいろ
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意見を言わせていただきました。そういうことも全部含んで、よりよいもの

にしていくように、もう一度ご検討いただいて、ということで、本審議会と

しては、この議案１「放課後子ども教室モデル事業について」を承認すると

いうことで、よろしいですか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

大西会長   あと、みなさんから出た意見を全部吸い上げていただいて、また、少し訂

正等をしていただくということでお願いをしたいと思います。 

 それでは、異議なしということで、承認をさせていただくということにい

たします。ありがとうございます。 

 次に、議案２「児児童の放課後対策に関する基本計画について」ですけれ

ども、その骨子案について、事務局から説明をお願いいたします。 

事務局    資料４「児童の放課後対策に関する基本計画について（骨子案）」をご覧

いただけますでしょうか。 

計画の冒頭には、計画の趣旨、位置づけ、計画の策定期間を記載し、次に 

「枚方市の現状と課題」といたしまして、子どもたちを取り巻く本市の取り

組みである、留守家庭児童会室事業、放課後自習教室事業、枚方子どもいき

いき広場事業など、放課後等における既存事業の実績と課題を記載します。

さらに、平成 28 年度、平成 29 年度に行った２回のアンケート調査の結果、

ただいま議論いただきました平成 30 年度に実施する放課後子ども教室モデ

ル事業の実施による課題抽出などを行ってまいります。 

計画の体系につきましては、平成 30 年１月に本審議会からご報告いただ

きました「中間まとめ」に記されている内容から、「子どもの『放課後』を

豊かに」を「基本理念」といたしまして、副題として、「放課後の再生」を

掲げ、放課後は、子どもたちにとっての自発的な諸活動を行われる自由な時

空間、放課後の時空間とその機能をあらためて子どもたちのものとして再生

していく、と記載しております。「基本的な考え方」には、「①子どもが自

発的、自主的な諸活動を行うことができる環境の整備」、「②子どもが自発

性、自主性を発揮することができるような働きかけ」を２本の柱として挙げ

ています。また、下支えとなる考え方としては、これまでの到達を活用した

“子どもの権利”の具現化を」としております。 

 次に、「児童の放課後等の対策に関する取り組み」ですが、ここに具体的

な施策の方向を記載していきます。 

「計画の目標値」といたしましては、平成 32 年度以降の留守家庭児童会

室事業の目標事業量と確保方策等について記載いたします。 

 最後に、「計画の推進体制」ですが、計画の進行管理は児童の放課後対策

審議会、この審議会で行っていただきたいと考えております。 

 おそれ入りますが、裏面をご覧いただけますでしょうか。 

本市の「児童の放課後のありかたに関する基本的な考え方」から、「放課
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後子ども教室モデル事業の実施」など、児童の放課後対策に関する基本計画

を策定するに当たりましては、これまでの経過や取り組みについて、どのよ

うな形になっているかということをお示ししておりますので、ご参照いただ

ければと思います。 

 先ほど、代田委員のほうからもご指摘がありましたが、市議会の文教常任

委員会による所管事務調査の報告と、また、厚生労働省の資料等につきまし

ても、この基本計画を策定する上での参考資料としていただければと思って

おりますので、ご参照いただきますよう、お願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

大西会長   ありがとうございました。ただいま、児童の放課後対策に関する基本計画

の骨子案について、事務局から説明がありましたけども、何かご意見があり

ますでしょうか。ご意見、ご質問等がありましたら、お願いをしたいと思い

ます。 

 骨子案のほうはよろしいでしょうか。 

 少し途方もないことを言ってしまうんですけれども、どうも、ずっと聞い

ていると、放課後対策、放課後対策と言って、対策の対象として子どもが

なっているように聞こえて、どうしても重苦しいものを感じてしまいます。

この審議会の名称を変更することは、多分できないと思いますが、少なくと

も最後に出す基本計画については、対策という言葉を抜いていただいて、

「放課後を豊かにする基本計画」とか、何か違う名称で出していただければ

と思うのですが、いかがでしょうか。 

事務局    審議会のほうから、そのように答申をいただければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

大西会長   皆さん、いかがでしょうか。 

 

（「賛成」の声あり） 

 

大西会長   ということで、ご賛同いただきましたので、ぜひともそういうことでお願

いをできればと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、ご異議ございませんか。なければ、この基本計画で進めていく

ということで承認を本審議会で得たということにさせていただきたいと思い

ます。 

 本審議会は、「児童の放課後を豊かにする基本計画」の策定について、教

育長から諮問を受けて、調査審議を行ってきているところです。この後、実

施する放課後子ども教室モデル事業の実績や検証結果を含めまして、皆さん

のご意見を反映した内容となりますように、今後もこの審議会を進めてまい

りたいと考えておりますので、どうかよろしくお願いを申し上げます。 

 ほかに、ご意見等ございませんか。ないようでしたら、議案２「児童の放

課後対策に関する基本計画について（骨子案）」は現段階の案として承認を

するということでよろしいでしょうか。 
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（「はい」の声あり） 

 

大西会長   ありがとうございます。では、異議なしということで、決定をさせていた

だきます。 

 最後に、その他、何かありますでしょうか。 

 事務局から、どうぞ。 

事務局    参考資料３「今後のスケジュールについて（案）」について、ご説明させ

ていただきたいと思います。資料３をご覧ください。 

放課後子ども教室モデル事業の第１クール終了後、８月に第７回の審議会 

を開催して、第２クールの途中になりますが、12 月にこの審議会としては

第８回の審議会を開催して、「児童の放課後を豊かにする基本計画」の策定

についての「答申」案をまとめていただき、その後、市民からの意見聴取を

行っていただきたいと考えております。１月には、第９回の審議会を開催し

て、市民からの意見聴取によって得られた市民からの意見に対する審議会と

しての考え方をまとめるとともに、「答申」を確定いただき、教育長あてに

「答申」をお願いしたいと考えております。 

 教育委員会といたしましては、審議会からいただいた「答申」をもとに、

「児童の放課後対策に関する基本計画」の教育委員会としての案を作成し、

平成 30 年度末までに策定できればと考えております。３月に開催する第 10

回の審議会では、策定した基本計画に基づき実施する具体的施策についての

確認などをお願いできればと考えております。 

 委員の皆様には、今年度も計５回程度の開催を予定しております。お忙し

いことは存じ上げますが、何卒、ご協力をお願いいたします。 

 以上でございます。 

大西会長   ありがとうございました。では、本日の議案、次第に書いてある議案につ

いては終了いたしましたが、委員の皆様から、ほかに何かございませんで

しょうか。 

後閑委員   スケジュール案のところに、早速、これから、第１ク－ルが始まります

が、その中で放課後子ども教室モデル事業を実施して、そのところに、例え

ば、自己評価ですとか、モニタリング、アンケート、第三者評価という内容

があるんですが、これは誰がどのように行うのかということについて、何か

ご計画がありましたら教えていただきたいんですけれども。 

事務局    自己評価につきましては、受託事業者の自己評価、モニタリングにつきま

しては、委託している教育委員会としてのモニタリング、アンケートは双方

にあるかなと考えております。第三者評価につきましては、この審議会でご

意見をいただければと思っているんですけれども、ただ、ただいまもいろい

ろと放課後子ども教室モデル事業についてご審議いただいておりますよう

に、このモデル事業案を審議していただいてきている、ある意味、当事者と

いうような立場もございますので、そこのところは少し違う附属機関、有識
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者のご意見を聞く機会を持つのが妥当ではないかと思っているところです。

今は「対策」のままで説明させていただきますが、「児童の放課後対策に関

する基本計画」については、子ども・子育て支援事業計画のいわゆる就学期

の、ある意味、個別計画というような形で、それとの整合性を図りながらつ

くっていくという形になっております。その子ども・子育て事業計画につい

ては、枚方市社会福祉審議会の中に、子ども・子育て専門分科会という附属

機関がありまして、そこで調査・審議いただいておりますので、そちらのほ

うにお願いをして、ご意見を聞くということが、計画の関連性からいっても

妥当かなと思っているところです。ただ、まだ調整をしておりませんので、

これから打診をしていくということになりますが、大西会長のほうも同じく

社会福祉審議会の委員であられますので、またご助言いただければと思いま

す。 

大西会長   そうですね。あまり、この審議会が第三者評価とはなり得ないと思います

ので、今、第三者評価の例のタックルの問題もいろいろとややこしくなって

いるところもありますので、きちっとした形で第三者評価できると、そし

て、全然関係のないというか、わからないというか、全くの門外漢の人に

やってもらうというのも、やはり違うと思いますので、社会福祉審議会、僕

もメンバーですけれども、その中で、今、ご紹介ありましたが、子ども・子

育て分科会というのがあって、そこに児童のこともよくおわかりの専門職の

方もおられます。学識の方がおられますので、そちらのほうにお願いをする

のが妥当であると私もそのように考えます。もし、よろしければ、そういう

ような形で依頼をしていただければと思うんですけど、皆様、それでよろし

いでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

大西会長   それでは、そのように調整、よろしくお願い申し上げます。 

 ほか、ございますか。よろしいでしょうか。 

 ないようでしたら、長時間になりましたけども、これで第６回の児童の放

課後対策審議会を終了したいと思います。 

 委員の皆さん、どうもありがとうございました。お疲れさまでございま

す。 

 


